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１ 期     日  令和７年１月１６日（木） 

２ 場     所  教育委員会室 

３ 開     会    午後２時００分 

４ 出 席 委 員 教   育   長 竹 居 秀 子 

 教育長職務代理者 大 谷 幸 男 

 委            員 石 田 有 世 

 委            員 小 山 和 也 

 委      員 堀 田 香 織 

５ 欠 席 委 員 委      員 伊 藤 華 英 

６ 議場に出席した者 管理部長 中 村 和 哉 

 学校教育部長 野 津 吉 宏 

 生涯学習部長 佐 野 公 子 

 生涯学習総合センター館長 岸  聖 一 

 中央図書館長 杉 本 達 洋 

 管理部参事兼教育政策室長 田 中  修 

 学校教育部参事兼生徒指導課長 青 木  貴 

 学校教育部参事兼高校教育課長 大 原 照 光 

 学校教育部参事兼健康教育課長 鈴 木 晴 雄 

 学校教育部参事兼教育研究所長 津 田 顕 吾 

 生涯学習部参事兼生涯学習振興課長 辰 市 健太朗 

 生涯学習部参事兼青少年宇宙科学館長 小 林  勉 

 生涯学習部生涯学習総合センター参事兼生

涯学習総合センター副館長 

井 出 浩 史 

 生涯学習部中央図書館参事兼管理課長 宮 野  充 

 生涯学習部中央図書館参事兼資料サービス

課長 

中 島 孝 一 

 教育総務課長 小 出 博 康 

 教育財務課長 野 口 秀 俊 

 学校施設整備課長 田 嶋 真 二 

 学校施設管理課長 木 村 哲 也 

 学事課長 菱 沼 孝 行 

 教職員給与課長 横 澤 一 輝 

 教育課程指導課副参事 橋 本 大 輔 

 特別支援教育室長 紺 野 雅 弘 

 おいしい給食サポート課長 小 山 敏 明 

 舘岩少年自然の家所長 伊 澤 昌 二 

 人権教育推進室長 益 田 篤 志 
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７ 会議録署名委員  小 山 和 也 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 文化財保護課長 小 林 昌 彦 

 博物館長 椿  奈 美 

 うらわ美術館副館長 釜  浩 美 
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８ 議事等の概要 

竹居教育長 

 

 

書記 

 

竹居教育長 

 

 

 

 

各委員 

 

竹居教育長 

 

 

 

それでは、ただいまから教育委員会会議を開会いたします。 

本日は、傍聴を希望する方は、いらっしゃいますか。 

 

おりません。 

 

本日の会議録の署名委員は、小山委員にお願いいたします。 

本日の議案については、議案第１号から第６号、及び「その他」

については議会に関する案件であることから、非公開とすることを

お諮りしたいと思いますが、委員の皆さんいかがでしょうか。 

 

＜異議なし＞ 

 

それでは、出席委員全員の賛成をいただきましたので、議案第１

号から第６号、及び「その他」は非公開となります。 

会議の順番ですが、議案第７号、第８号、続いて非公開となる議

案１号から第６号、「その他」の順番で審議することといたします。 

なお、議案第３号については、議案説明のあと、その質疑を、前

半は管理部及び学校教育部、後半は生涯学習部として事務局の入替

えをさせていただきます。また、議案第４号から第６号は内容が関

連しておりますので、一括して審議することといたします。 

 

議案第７号 さいたま市立小・中学校の通学区域に関する規則の一部を改正する規

則の制定について 

 

竹居教育長 

 

 

学事課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、議案第７号につきまして、事務局から説明をお願いし

ます。 

 

議案第７号「さいたま市立小・中学校の通学区域に関する規則の

一部を改正する規則の制定について」を御説明させていただきま

す。 

１０ページをお願いいたします。この議案の提案理由でございま

すが、先の１２月議会において、さいたま市立学校設置条例の一部

改正を行いました、令和８年４月開校予定の大和田小学校の通学区

域の設定、それに伴う大砂土東小学校の通学区域の変更について、

規則上の文言の整備を図るものです。 

９ページの新旧対照表をお願いいたします。左側が改正後、右側

が改正前でございます。 
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大和田小学校の通学区域を追加し、大砂土東小学校の通学区域の

表記を改めるものでございます。 

なお、規則上の表記に変更はございませんが、現在の大谷小学校

の通学区域の一部も大和田小学校の通学区域になるため、大谷小学

校の通学区域も実質変更となります。 

では、通学区域の具体的な変更内容について御説明させていただ

きます。 

まず、大砂土東小学校及び大谷小学校の現在の通学区域について

御説明させていただきます。 

ここからは、別冊となっております、議案第７号参考資料を基に

御説明させていただきます。 

参考資料１ページの資料１「新設大和田地区小学校通学区域（最

終案）」をご覧ください。地図左側太線で囲われた、Ａ～Ｅとイが大

砂土東小学校の通学区域、右側の太線、Ｆ・Ｇ・アが大谷小学校の

通学区域です。 

大砂土東小学校の通学区域のうち、Ｂとイが蓮沼小学校を、Ｄが

大宮東小学校を、Ｅが大谷小学校を選択することができる特定地域

となっております。 

次に、大和田小学校の通学区域について御説明させていただきま

す。 

３ページの資料３「通学区域案について」も参考に併せて御覧く

ださい。 

資料１のＢ～Ｆ及びアが大和田小学校の通学区域となっておりま

す。 

具体的には、大和田小学校は大砂土東小学校の通学区域内に建設

されることから、大砂土東小学校の通学区域を東武野田線を境に南

北で分割し、線路より南側（Ｂ～Ｅ）を大和田小学校の通学区域と

いたしました。線路より北側（Ａ、イ）は引き続き大砂土東小学校

の通学区域となります。また、大谷小学校についても過大規模校と

なっているため、学校規模の適正化に向け、大谷小学校の通学区域

のうち、蓮沼下特定土地区画整理事業の換地処分後に蓮沼１丁目及

び２丁目となる地区（Ｆ）と、大字蓮沼の一部地域（ア）は、大和

田小学校の通学区域といたしました。アについては、当初案では大

谷小学校の通学区域のままとしておりましたが、大谷小学校ＰＴＡ

から新設小学校の通学区域に入れてほしいとの要望があり、教育委

員会において人数等を踏まえて検討した結果、最終案で大和田小学

校の通学区域といたしました。Ｇは引き続き大谷小学校の通学区域

となります。 
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次に特定地域についてですが、Ｂ、Ｅについては、現行ではそれ

ぞれ蓮沼小学校と大谷小学校の特定地域に設定されていますが、大

和田小学校開校後は特定地域が廃止となります。Ｄについては、当

初案では、現行設定されている大宮東小学校の特定地域の廃止を予

定しておりましたが、引き続き選択できるようにしてほしいとの要

望を、大宮東小学校学校運営協議会やＰＴＡ等から多数いただき、

検討の結果、最終案では大宮東小学校の特定地域を継続することと

いたしました。イについては、当初案では大和田小学校開校後も現

行どおり蓮沼小学校の特定地域としておりましたが、自治会から、

線路の南側のＢの地域と一体で土地区画整理事業を行っているため

新設小学校に通えるようにしてほしいとの要望をいただき、検討の

結果、最終案では現行の蓮沼小学校の特定地域から大和田小学校の

特定地域に変更いたしました。 

通学区域最終案作成に際しては、５ページの資料４「アンケート

配布と説明会開催までの経緯」にありますように、地元関係者、自

治会関係者に事前説明を行った後に、７ページの資料５から２９ペ

ージの資料９のとおりアンケートと説明会を実施し保護者をはじめ

とする地域の方々より意見を募りました。 

アンケート結果につきましては、１７ページの資料６「大和田地

区新設小学校の通学区域及び学校名に関するアンケート結果につい

て」のとおりです。また、２４ページの資料７「新設大和田地区小

学校の通学区域(案)説明会の開催結果について」のとおり令和６年

３月２日に大砂土東小学校、令和６年３月３日に大谷小学校で通学

区域（案）の説明会を実施いたしました。さらに、２９ページの資

料９のとおり、追加となったア及びイ地区については、令和６年１

２月２２日に大谷小学校で通学区域（案）の説明会を実施いたしま

した。 

資料６・７・９のとおり、アンケート、説明会での主な意見内容

は新設小学校の通学区域への設定希望や、現行の特定地域の継続を

求めるもの、通学の距離や安全性に関するもの等でした。 

アンケートや説明会で、自治会や保護者をはじめとする地域の皆

様からいただいた意見を総合的に鑑み、通学区域最終案を作成いた

しました。また、３０ページの資料１０のとおり、「新設大和田地区

小学校の通学区域及び学校名の最終案についてのお知らせ」を令和

６年７月下旬に保護者等に配布いたしました。 

これらの状況を踏まえ、令和６年１０月にさいたま市立小・中学

校通学区域審議会へ諮問させていただき、審議を行った結果、３１

ページの資料１１とおり、お示しております、通学区域案のとおり

決定することを適当と認める旨の答申をいただいております。 
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竹居教育長 

 

大谷委員 

 

 

 

学事課長 

 

 

 

大谷委員 

 

 

学事課長 

 

 

 

 

 

 

大谷委員 

 

 

小山委員 

 

 

 

学事課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

説明は以上でございます。御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

 

何かありますか。 

 

最終案を拝見して、大変よく調整されていると思いましたが、その

上で、今の案に対して要望をいただいている地域というのはあります

か。 

 

特に要望が多いのは、アの地区になります。こちらは後から追加に

なった地域になりますので、「大谷小学校に残れないのか」といった

要望はいただいております。 

 

わかりました。やはりこの地区は、選択にしてしまうと課題が残っ

てしまうということですよね。 

 

今は、アの地区もＦの地区も大字蓮沼になるのですが、通学班につ

いても概ねアの地区とＦの地区で一体として運用している状況と聞い

ております。そういったところで、アの地区を選択地域として認めて

しまうとＦの地区からも不満が出る、ということがございます。そう

なると大谷小学校の過大規模の解消が図れないということがございま

すので、現在の案になっております。 

 

大谷小学校が過大規模校であるということが前提にあるということ

ですね。 

 

これを見るとイの部分が、出っ張っているというか、線路で仕切ら

れているので、この部分が選択可能地域となっているのには何か理由

があるのでしょうか。 

 

イの地区につきましては、もともと大砂土東小と蓮沼小を選べる地

域でございました。線路で分けて、新設校の開校後もそのまま残そう

と思っておりましたが、地権者の方々から、区画整理をＢの地区と一

緒にやっているのに、Ｂの地区にできる学校に通えないのはおかしい

のではないかという要望をいただきましたので検討した結果、その要

望は妥当だろうという結論となりましたので、選べる学校を変えるよ

うにしたということでございます。 
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堀田委員 

 

 

 

 

 

 

 

学事課長 

 

 

 

 

竹居教育長 

 

 

 

各委員 

 

竹居教育長 

 

統廃合で学校が少なくなっていく時代に、新設校ができるというこ

とで大変いいお話だと思います。 

具体的なイメージが追い付いていないのでお聞きしたいのですが、

今いる子どもたちは転校するわけではないのかということと、選択制

になるということは小学校入学時に選択するので、どこの学校に何人

行くのかということは結果を見ないとわからないということでよろし

いでしょうか。 

 

大和田小学校開校時には、Ｂ、Ｃ、Ｅ、Ｆ、アの地区につきまして

は、在校生は全員転校になります。ただし、Ｄとイの地区につきまし

ては、選択可能地域になりますので、こちらについては選択権がある

ということになります。 

 

他にありますか。 

それでは議案第７号につきましては、原案のとおりとしてよろしい

ですか。 

 

＜異議なし＞ 

 

出席委員全員の賛成により、議案第７号は原案のとおり可決されま

した。 

 

議案第８号 さいたま市教育委員会の管理する公共施設に係るさいたま市公共予約

システムの利用に関する規則の一部を改正する規則の制定について 

 

竹居教育長 

 

 

生涯学習振興課

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

続きまして、議案第８号について、事務局から説明をお願いしま

す。 

 

議案書の１１ページから１３ページまでを御覧ください。 

それでは、議案第８号「さいたま市教育委員会の管理する公共施

設に係るさいたま市公共施設予約システムの利用に関する規則の一

部を改正する規則の制定について」を御説明させていただきます。 

さいたま市公共施設予約システムとは、インターネットを通じて

公共施設の予約申込みや空き状況の確認ができるシステムです。 

議案書の１２ページを御覧ください。 

今回の規則改正の内容ですが、規則第５条第２項の、その他施設

における個人の場合の登録資格について、従来は中学校または高等

学校に在籍する者を除いた１５歳以上の者でしたが、高等学校等に

在籍する者も登録できるように変更するものです。 
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竹居教育長 

 

青少年宇宙科学

館館長 

 

 

竹居教育長 

 

 

各委員 

 

竹居教育長 

 

なお、本規則において該当する施設は、青少年宇宙科学館、宇宙

劇場及び大宮図書館でございます。また、市長部局の管理する施設

についても、同様の改正が行われます。 

施行期日は、令和７年２月１日でございます。 

説明は以上でございます。御審議の程、よろしくお願いいたしま

す。 

 

今回の改正に至った背景について、説明していただけますか。 

 

子どもを権利の主体とし、その幸福や成長を第一に考える動きが加

速しているということ、また、高校への在籍の有無により、利用者登

録の可否を分けることに大きな理由がないことなどが挙げられます。 

 

それでは議案第８号につきましては、原案のとおりとしてよろしい

ですか。 

 

＜異議なし＞ 

 

出席委員全員の賛成により、議案第８号は原案のとおり可決されま

した。 

ここで事務局の入替えを行います。準備ができ次第、再開いたしま

す。 

 

議案第１号 令和７年度教育行政方針について 

 

竹居教育長 

 

 

教育政策室長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは再開いたします。続きまして、議案第１号につきまし

て、事務局から説明をお願いします。 

 

それでは、議案第１号「令和７年度教育行政方針について」を御

説明申し上げます。 

１２月２６日の検討会で頂戴いたしました、様々な御指摘を踏ま

え修正した項目のうち、主なものについて説明をさせていただきま

す。 

資料につきましては、右上に「別冊１」とあるものを御覧くださ

い。 

御指摘を踏まえ修正した箇所については、分かるように網掛けを

してあります。 

はじめに、全体に係る修正について説明をさせていただきます。 
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検討会でいただきました御指摘のうち、「市民に分かりにくい言葉

や、市の造語等」については、平易な言葉に置き替える、もしくは

注釈を加えるなど、わかりやすい表現を心掛けました。 

全体として文章が長くなっているため、端的に市民に伝わる文章

構成を心掛けました。 

それでは、別冊１と記載のある議案書と表紙をおめくりくださ

い。 

１ページから８ページにつきましては、教育長年頭訓示を基に作

成しております。 

続きまして、９ページ以降の各取組・事業の主な修正について、

説明をさせていただきます。 

１０ページを御覧ください。 

「（２）「さいたま市スマートスクールプロジェクト（ＳＳＳＰ）」

の推進」につきまして、「前年度までの学習でほぼ毎日、タブレット

やＰＣなどのＩＣＴ機器を使用した」と回答した児童生徒の割合の

比較対象を令和３年度のみとしました。 

続きまして、１２ページを御覧ください。 

「（４）スクール・ミッションを踏まえた市立高等・中等教育学校

の更なる特色化・魅力化の推進」につきまして、タイトルに合わせ

て、スクール・ミッション、スクール・ポリシーの記載が先になる

よう変更しました。 

続きまして、１３ページ及び１４ページでは、各校の令和７年度

の取組を追記しました。 

続きまして、２３ページを御覧ください。 

「（４）子ども主体のいじめ防止対策の推進」につきまして、「い

じめ撲滅」と厳しい言葉としていたところを、「いじめ防止等」と変

更しました。 

続きまして、２８ページを御覧ください。 

「（１２）運動の日常化に向けた「子どものための体力向上サポー

トプラン」の更なる推進」につきまして、体力が何故重要なのか記

載を追記しました。 

続きまして、４４ページを御覧ください。 

「Well-being（幸せ）の実現に向けた学校における働き方改革の

推進」につきまして、ＩＣＴを活用した業務改善について説明を追

記するとともに管理職のマネジメント研修についても追記しまし

た。 

以上、主な修正箇所について説明させていただきました。御審議

の程、何卒よろしくお願いいたします。 
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竹居教育長 

 

大谷委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育政策室長 

 

 

 

 

 

小山委員 

 

 

 

 

 

 

 

教育政策室長 

 

 

 

竹居教育長 

 

 

 

 

何かありますか。 

 

今回のものを修正ということではなく、来年度以降に向けて、検討

いただきたいことが何点かございます。 

１点目は、もっと簡略なものにならないか、ということです。例え

ば、「主要な」という言葉を使って、ポイントだけを箇条書きにした

り、表などを使って前年度と今年度の内容を比較した表記にしたり、

といったことを検討はできないかというのが、私の感想です。全体と

しては相当な長さになっているので、今５０ページあるのであれば、

５分の１にして１０ページ程度に収めるといった、ドラスティックな

検討はできないものでしょうか。同じ内容が２回出てくるというとこ

ろもありますので、整理すれば違うのではないかと思います。 

２点目は、内容的なことになりますが、チャレンジスクールについ

て、もう少し丁寧な書き方にしたほうがよいのではないかと思います

ので、もう一度その点の確認をお願いします。 

 

まず、教育行政方針の長さについては、客観的に見ての御意見だと

思いますので、もう一度内容を確認し、特に同じ内容が繰り返し出て

くる部分については構成も含めて検討したいと思います。 

２点目のチャレンジスクールについては、書き方をもう一度よく見

直しさせていただきたいと思います。 

 

まず、前回議論された内容は的確に直されていると思いました。 

大谷委員の意見を受けて思ったのですが、銀行でも中期経営計画と

いうものがあり、半年ごとに業績報告を作りますが、３分の２は表や

グラフで構成されています。文字で残さなければならない部分もある

とは思いますが、可能であるならば、表やグラフを取り入れたほうが

わかりやすくなると思う、ということを感想として述べさせていただ

きます。 

 

確かに、文章では伝えにくい、比較がしづらいということもあると

思います。これだけ事業数も増えておりますので、比較できるという

点でも表やグラフの導入を検討したいと思います。 

 

点検評価というものがあり、こちらでは表やグラフがあります。こ

ちらとの差別化をどう図るのかということも考えていただきたいと思

います。また、教育行政方針というのは、２月議会で説明して、議員

の皆さんが１年間質問をしていく際のポイントを見るという視点もあ
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堀田委員 

 

 

 

 

 

 

教育政策室長 

 

 

 

竹居教育長 

 

 

 

 

石田委員 

 

 

 

教育政策室長 

 

 

竹居教育長 

 

 

 

 

 

各委員 

 

竹居教育長 

 

 

るかと思います。そういった活用の意味も含めて検討していただける

とよいと思います。 

 

今のものは、これはこれとして意義があると思います。よく国が作

成する資料ではポンチ絵のようなものを別に作っています。そういっ

たものを章ごとに１枚ずつ程度作って、ホームページ上に掲載して、

市民の皆様などに向けてわかりやすく示されると、市民の立場として

は全てを読まなくても理解できるので良いのではないかと思いまし

た。 

 

概要版のようなイメージなのかと思います。本編としてちゃんと作

ったものの中からうまく抜き出せるように作ると負担を増やさずに作

れるかと思いますので、検討させていただきたいと思います。 

 

堀田委員のおっしゃるように、概要版を読んでから本編を読んでも

らうという発想もあると思います。一番重要なのは皆さんに読んでも

らえることだと思いますので、いかに読んでもらえるかということを

考えて作成をお願いしたいと思います。 

 

何年か拝見しているが、以前に比べれば短くなってきていると思い

ます。書きたいことは書き、強調したいところは強調していったほう

がよい、というのが私の意見です。 

 

重要なところはメリハリをつけてということかと思いますので、そ

の点はよく精査させていただきたいと思います。 

 

それでは、本日は検討会での指摘事項への修正も含め、教育委員の

皆様から御意見をいただきました。今後は、２月定例会初日に議場で

の配布・演説を予定しておりますが、同日に行われます、市長による

施政方針との整合など、本日の議案から修正すべき必要が生じた際に

は、事務局一任ということでよろしいでしょうか。 

 

＜異議なし＞ 

 

それでは、出席委員全員の賛成により、議案第１号につきまして

は、事務局一任ということで可決されました。 

ここで事務局の入替えを行います。準備ができ次第、再開いたし

ます。 
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議案第２号 令和６年度さいたま市一般会計補正予算（教育費）について 

 

竹居教育長 

 

 

教育財務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは再開いたします。続きまして、議案第２号につきまし

て、事務局から説明をお願いします。 

 

議案第２号「令和６年度さいたま市一般会計補正予算(教育費)につ

いて」を御説明します。 

議案書及び資料は、お手元に配付している別冊２でございます。 

それではまず初めに、１５ページをお願いします。 

提案理由でございますが、令和２年度に交付された国庫補助金の超

過交付分等を償還するための経費、並びに国の補正予算を活用した

小・特別支援学校の体育館空調設備設置に向けた実施設計等、及び

小・中学校のトイレ改修工事を実施するための経費の増額、並びに各

事業における契約差額等によって生じた事業費の減額等について、市

長に申出するものです。 

次に、少し戻りまして、４ページをお願いします。第１表「歳入歳

出予算補正」でございます。 

まず上の表、歳入につきましては、右から２つ目、補正額の列を御

覧ください。一番下の行 歳入合計２億１,２０５万４千円の増額補正

となります。 

次に下の表、歳出につきましては、歳出合計１１億９,６４２万１

千円の減額補正となります。詳細については、のちほど御説明しま

す。  

次に５ページをお願いします。第２表「継続費補正」でございま

す。 

下から３番目の「新和小学校校舎改修事業」を除く計９事業につい

ては、令和６年度を継続費の最終年度としているもので、契約差額や

工事進捗にあわせ、令和６年度の年割額及び総額を減額補正するもの

です。 

下から３番目の「新和小学校校舎改修事業」については、新和小学

校リフレッシュ改修工事の入札が不調になったことに伴い、工事期間

を見直す必要が生じたため、継続費の期間及び年割額の変更を行うも

のです。 

なお、詳細については、１２ページ、１３ページに記載していま

す。 

続いて６ページをお願いします。第３表「繰越明許費補正」でござ

います。 

１番目の「小学校新設校建設事業」は、武蔵浦和駅周辺地区義務教

育学校校庭設計における雨水流出抑制に関する検討について、関係機
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関との協議に時間を要し、年度内の完了が見込めないため、次年度に

繰り越すものです。 

２番目の「小学校施設等整備事業」及び６番目の「特別支援学校施

設等 維持管理事業」は、今回の補正予算で予算化する、体育館へ空

調設備を設置するための実施設計等について、年度内の完了が見込め

ないため、また、「小学校施設等整備事業」については、あわせて大

戸小学校の解体工事において、埋蔵文化財の調査が必要になることが

判明し、年度内の完了が見込めないため、次年度に繰り越すもので

す。 

３番目の「小学校営繕事業」及び４番目の「中学校営繕事業」は、

今回の補正予算で予算化するトイレ改修工事について、年度内の完了

が見込めないため、次年度に繰り越すものです。 

５番目の「高等学校施設等維持管理事業」は、大宮北高校高圧受変

電設備更新工事について、停電実施時期等の調整に時間を要し、年度

内の完了が見込めないため、次年度に繰り越すものです。 

次に、補正予算の詳細について御説明します。８ページを御覧くだ

さい。 

２月議会に関しましては、今年度最後の議会となるため、通常の新

たに行う取組に関し予算を増額する補正予算と、各事業の決算見込額

にあわせて予算額を減額する補正予算の２つの要素が入った補正予算

となっています。例えば、当初予算で１億円を確保していた工事が、

７千万円で契約できた場合、不用となる３千万円を減額補正するとい

う、予算額を決算見込額にあわせるような補正も行うものです。 

１０，１１ページの「２ 歳出」の事項別明細書を御覧ください。 

表の一番右側の説明欄に、各事務事業名を表記していますが、金額

の前に△印がついているものは、先ほど説明した決算見込額にあわせ

て減額補正を行う事業となっています。 

 減額補正額の総額は、４１億２,５３１万６千円でありまして、増

額予算額が２９億２,８８９万５千円で、それを合わせまして１１億

９,６４２万１千円の減額補正となります。また、事業名のみで金額

が記載されていない事業、例えば２項小学校費、１目小学校総務費の

「１ 職員人件費（教職員給与課）」は、歳出予算額は変えずに関係

する歳入のみ補正を行う事業となっております。 

８ページの歳入も歳出同様の考え方に基づいた補正予算となりま

す。 

続きまして、「通常補正分」として補正を行う事業について御説明

します。 

１７ページをお願いします。 
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竹居教育長 

 

大谷委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上段、教育研究所所管「教育情報ネットワーク推進事業」でござい

ます。令和２年度に国から交付された補助金に超過交付が生じたた

め、当該超過交付分の償還及び市債の繰上償還を行うもので、補正額

は２億４，２０９万５千円でございます。 

次に下段の学校施設整備課所管「小学校施設等整備事業」でござい

ます。国の令和６年度補正予算を活用し、市立小学校９校の体育館へ

空調設備を設置するための実施設計等を行うもので、補正額は３，９

００万８千円でございます。年度内の完了が見込めないため、全額繰

越明許をするものです。 

１８ページをお願いします。 

上段、学校施設管理課所管「小学校営繕事業」でございます。国の

令和６年度補正予算を活用し、大谷小学校外７校のトイレ改修工事を

行うもので、補正額は９億８，５８３万１千円でございます。年度内

の完了が見込めないため、全額繰越明許をするものです。 

次に下段、同じく学校施設管理課所管「中学校営繕事業」でござい

ます。上段の小学校と同様、国の令和６年度補正予算を活用し、春野

中学校外１２校のトイレ改修工事を行うもので、補正額は１６億５，

８２６万１千円でございます。こちらも年度内の完了が見込めないた

め、全額繰越明許をするものです。 

最後に１９ページをお願いします。 

「特別支援学校施設等維持管理事業（学校施設整備課）」でござい

ます。１７ページ下段の小学校と同様、国の令和６年度補正予算を活

用し、市立特別支援学校１校の体育館へ空調設備を設置するための実

施設計を行うもので、補正額は３７０万円です。年度内の完了が見込

めないため、全額繰越明許をするものです。 

説明は、以上でございます。 

 

何かありますか。 

 

 何点か質問があります。 

 １点目は、学校のトイレについて、いつ洋式化率が１００％になる

ことを目指しているのか伺います。 

 ２点目は、国庫補助金の超過交付について、これは手続き上何か瑕

疵があったり、ペナルティがあったりということではない、というこ

とを確認しておきたいと思います。 

 ３点目は、トイレ改修の予算について、国庫支出金があって、市債

があるのですが、市債というのはこんなに使えるものなのか、市の借

金については心配ないのかについて伺います。 
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学校施設管理課

長 

 

 

 

 

 

 

竹居教育長 

 

 

 

大谷委員 

 

 

 

学校施設管理課

長 

 

 

 

 

教育財務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 委員の１点目の質問について、現在、小・中学校の子どもたちが使

う便器の洋式化を行っているのですが、今の計画では、令和１０年度

までで１００％を目指しております。もともとはリフレッシュ工事を

活用して１００％を達成することを考えていたのですが、先に子ども

たちのためにトイレ洋式化を進めようということで、令和１０年度に

前倒しを考えており、そこに向けて改修工事を進めているところでご

ざいます。 

  

 リフレッシュ工事に合わせて洋式化を進めるともっと先送りになっ

てしまう学校が出てくるため、よりよい教育環境づくりのためにトイ

レの洋式化を先行して進めております。 

 

 令和１０年度までに洋式化ということですが、現状、７年度から９

年度までの間は、全く洋式化されていない学校というのがあるという

ことですか。 

 

 今まで、トイレ改修工事はタテ系統、例えば４階建ての建物であれ

ば１階から４階までの１つの系統ごとに行ってまいりました。現状、

既に洋式化率０％という学校はなく、低くても５０％台にはなってお

ります。今後の洋式化工事は、洋式化率の低い学校から優先的に行っ

ていく予定です。 

 

 委員の２つ目の質問について、教育情報ネットワーク推進事業の補

助金の償還ですが、ペナルティということではありません。当時、Ｇ

ＩＧＡスクールが始まったばかりで、なかなか補助要綱等が定まらな

い中で補助金を活用して様々な整備を行ってまいりました。その後、

全国的にＧＩＧＡスクールが浸透してきて会計検査も入り、補助対象

が精査されてきたところで、各自治体に照会があり、内容を確認した

ところ、当時補助金を活用して行った事業の中で、補助対象の範囲を

超えていたものがあり、さいたま市の場合には規模が大きいのでこの

ように１億５千万円の償還が必要であったということであり、加算金

等はありません。 

整備事業としては終わっているのですが、この２月に補正予算を組

んで文部科学省に返すということになります。 

 続いて、委員の３つ目の質問について、市債については充ててよい

事業や上限額が厳しく決められております。市債を活用することによ

って、単年度で税等、いわゆる現金を用意しなくても済み、また、１

０年２０年と平準化させて返済していけるため、市としても整備時の

負担を将来世代にも分担させることができ、世代間の公平性を保つこ
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小山委員 

 

 

竹居教育長 

 

 

 

 

 

 

各委員 

 

竹居教育長 

 

 

とができるため、市債を充てられるものは積極的に活用していく方針

となっております。 

 

 さいたま市の財政は、全国でもトップレベルで状況が良いので、非

常に有利な金利で借りているし、負債状況も非常に軽く、健全です。 

 

 市債については、財政局が使っていいものをきちんと精査したうえ

で、認められるものにのみ使っております。また、償還金についてで

すが、補助金をもらってから数年を経過してから会計検査院が入るた

め、償還の時期が今になってしまったということです。 

それでは議案第２号につきましては、原案のとおりとしてよろしい

ですか。 

 

＜異議なし＞ 

 

出席委員全員の賛成により、議案第２号は原案のとおり可決されま

した。 

ここで事務局の入替えを行います。準備ができ次第、再開いたしま

す。 

 

議案第３号 令和７年度さいたま市一般会計予算（教育費）について 

 

竹居教育長 

 

 

 

 

 

 

教育財務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは再開いたします。議案第３号となります。 

会議の冒頭でも御説明をさせていただきましたが、質疑について

は前・後半に分けさせていただきます。 
議案全体の説明及び前半の質疑応答、事務局の入替えを行い、後

半の質疑応答のあと、採決をさせていただきます。 
それでは、事務局から説明をお願いします。 

 

それでは、議案第３号「令和７年度さいたま市一般会計予算（教

育費）について」を御説明します。 

議案書及び資料は、お手元に配付している別冊３でございます。 

はじめに、１９ページをお開きください。 

提案理由でございます。令和７年度さいたま市一般会計予算の教

育費に係る歳入歳出予算について、市長に申出するものでございま

す。 

次に、少し戻りまして、４ページをお願いします。第１表「歳入

歳出予算」でございます。 
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教育委員会所管の歳入予算合計は、表の一番右下にあるとおり、

２２９億２，９５７万４千円、歳出予算合計は、５ページの表の一

番右下にあるとおり、１，１９８億４，４４８万６千円となりま

す。 

この金額は、過去最大の予算規模でございます。 

次に６ページをお願いします。第２表「継続費」でございます。 

継続費は、設計や工事などに複数年を要する事業で、今回新たに

設定するのは、小学校の学校施設リフレッシュ推進事業に係る５事

業となります。 

それぞれの事業の総額と年割額を定めるものでございます。 

詳細については、１６ページに記載しています。 

次に７ページをお願いします。第３表「債務負担行為」でござい

ます。 

令和７年度予算で新たに設定する債務負担行為は、「教職員人事給

与システムウイルス対策ソフトウェア設定業務」や「仲本小学校仮

設校舎賃借料」など２７事業となります。 

業務委託や賃貸借における複数年契約など、将来にわたる財政負

担を担保するために設定するもので、それぞれ期間及び限度額を定

めるものでございます。 

なお、詳細については、１７ページに記載しています。 

続いて１０ページをお願いします。 

１０ページから１２ページに、教育委員会に係る歳入予算の明細

を記載しています。 

令和７年度の歳入予算額の合計は、１２ページ一番下の段の本年

度の欄にあるとおり、２２９億２,９５７万４千円となります。前年

度からは、１２億７,３８１万円の増加でございます。 

次に１３ページをお願いします。 

１０款教育費は「１項 教育総務費」から１５ページの「８項 特

別支援学校費」までです。令和７年度の教育費の歳出予算額の合計

は、１５ページ１番下の段の本年度の欄にあるとおり、１,１９８億

４,４４８万６千円となります。前年度からは、３３億８，８９１万

６千円の増加でございます。 

ちなみに、今回の市全体の一般会計予算額は、今年度から８６億

円の減少になると聞いています。全体では減っていますが、教育費

は増えています。 

武蔵浦和駅周辺地区に義務教育学校を整備するための工事を開始

すること等に伴うハード整備に係る予算の増、令和６年度の給与改

定や職員数増の影響等による職員人件費の増などが、教育費予算の

増加につながったものと考えています。 
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竹居教育長 

 

 

続きまして、２１ページをお願いします。 

２１ページ以降が、各事務事業の概要でございます。 

人件費以外の教育委員会所管のすべての事務事業を掲載していま

す。 

ここでは、令和７年度当初予算における教育委員会の目玉事業と

考えている４事業について、御説明します。 

最初に３７ページをお願いします。 

下段の総合教育相談室所管「教育相談推進事業」の＜主な事業＞   

「５ 「学びの多様化学校」の設置準備」を御覧ください。 

令和７年度の新規事業でございまして、不登校等児童生徒を対象

とした、時間的・空間的な制限を超えた多様な学びができる「学び

の多様化学校」の令和８年４月開校に向けた準備を進めるものでご

ざいます。 

次に４４ページをお願いします。２番目は、上段の学校施設整備

課所管「小学校新設校建設事業」＜主な事業＞の「１ 武蔵浦和駅周

辺地区義務教育学校の整備」を御覧ください。 

学校規模による課題の解消とともに、教育の質の向上を図るた

め、武蔵浦和駅周辺地区に義務教育学校を整備するための工事等を

行うものです。 

本事業については、いよいよ令和７年度から工事に着手するもの

でございます。 

３番目です。同じ事務事業の「２ 大和田小学校の整備」を御覧く

ださい。 

大和田特定土地区画整理事業の進捗に合わせ、市民利用前提の学

校体育施設（プール等）を備えた小学校、保育所等を一体的に整備

するための工事等を行うものです。 

本事業については、令和７年度が事業最終年度となり、いよいよ

令和８年４月に開校する予定でございます。 

最後に５９ページ下段をお願いします。４番目は、下段の文化財

保護課所管「文化財保存活用基金積立金」＜主な事業＞の「１ 文化

財保存活用基金への積立て」を御覧ください。 

令和７年度の新規事業でございまして、市民や企業等からの寄附

金等の受け皿となる「さいたま市文化財保存活用基金」を新たに設

置し、積立てを行うものでございます。 

説明は以上でございます。 

 

ただいま御説明をいただいた予算案のうち、管理部及び学校教育部

の部分について、何かありますか。 
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大谷委員 

 

 

 

学校教育部長 

 

 

 

小山委員 

 

 

 

教育財務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

竹居教育長 

 

 

 

竹居教育長 

 

 

大谷委員 

 

 

 

教育財務課長 

 

 

 学びの多様化学校について、標準法上の適用を受けるのだと思うの

ですが、設置に伴って交付税や補助金といった支援は受けられるので

しょうか。 

 

 御指摘のありました通り、学びの多様化学校は学校教育法第１条に

定められる、いわゆる一条校となりますので、標準法の規定に基づ

き、補助を受けながら開校していくものでございます。 

 

 教育費の予算が今年度に比べて３３億円増ということでしたが、市

全体の予算が減額という中で、令和７年度については特別に教育費の

配分が多いということなのでしょうか。 

 

 教育費の傾向としては、学校の整備をしていることと人件費の増と

いうところがございますので、毎年伸び続けているというところがご

ざいます。例えば平成２９年度は９４１億円だったものが令和７年度

ですと１，１９８億円と３００億円近く増えておりまして、一般会計

に占める割合も令和７年度予算では１７％ということで、教育費の比

重は年々高まっているという状況です。市全体の予算が減額となって

いるのは、見沼区膝子に整備していた３００億円規模のサーマルエネ

ルギーセンターの工事が終わったことで環境局の予算が大幅に減額と

なっていることが大きな要因の一つとなっております。教育費の予算

は３３億円増となっておりますが、そのうち２０億円は人件費、残り

の１０億円余りは武蔵浦和の義務教育学校や大和田小学校といった新

設校に関する費用が大きいところでございます。 

 

他にありますか。 

ここで事務局の入替えを行います。準備ができ次第、議案第４号の

審議を再開いたします。 

 

それでは再開します。先ほど御説明をいただいた予算案のうち、生

涯学習部の部分について、何かありますか。 

 

基金や積立金というものは、いったん予算化する必要があるので

しょうか。また、一般財源で少しベースを作って、そのうえで寄附

やクラウドファンディングを募るという形になるのでしょうか。 

 

今回の文化財保存活用基金ですが、条例で基金を設置して、なお

かつ積立金という形で基金に積んでいくための予算化をしなくては

いけません。毎年予算を決めて、寄附金として歳入で入ってくるも
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大谷委員 

 

文化財保護課長 

 

 

 

 

 

 

竹居教育長 

 

 

 

各委員 

 

竹居教育長 

 

 

 

のを市の一般会計に入れ、市の一般会計から基金に積み立てる歳出

予算を組むという形になります。 

ふるさと納税等を活用して寄附金が入ってきておりまして、この

基金を活用することによって、入ってきた寄附金を全額基金に積み

立てておけば、翌年度以降に一般会計に繰り入れて使うことができ

ますので、毎年予算化し、積み立てることで必要な時に使えるよう

になるという形です。 

 

周知はどのように行っているのでしょうか。 

 

今年度、クラウドファンディングでサクラソウ第３弾というもの

を実施いたしましたが、その際にはホームページでの周知という形

で行っております。 

次年度以降は、基金を設置することから、さらなる周知が必要と

考えておりますので、今後は、広く企業を回るなど、新たな手法を

検討してまいります。 

 

他にありますか。 

それでは、全体を通しまして、議案第３号につきましては、原案の

とおりとしてよろしいですか。 

 

＜異議なし＞ 

 

出席委員全員の賛成により、議案第３号は原案のとおり可決されま

した。 

ここで事務局の入替えを行います。準備ができ次第、再開いたしま

す。 

 

議案第４号 議決事項の一部変更について（さいたま市立新設大和田地区小学校建

設（建築）工事請負契約） 

議案第５号 議決事項の一部変更について（さいたま市立新設大和田地区小学校建

設（電気設備）工事請負契約） 

議案第６号 議決事項の一部変更について（さいたま市立新設大和田地区小学校建

設（機械設備）工事請負契約） 

 

竹居教育長 

 

 

それでは再開します。議案第４号から第６号について、事務局か

ら説明をお願いします。 
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学校施設整備課

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

竹居教育長 

 

 

 

各委員 

 

竹居教育長 

 

 

 

 

 それでは「議決事項の一部変更について（さいたま市立新設大和

田地区小学校建設工事請負契約）」を御説明いたします。 
議案書７ページをお願いいたします。 
現在、見沼区大和田町に建設しております大和田小学校の建設工

事に係る請負金額の増額変更について、市長に申出するものです。 
議案第４号から６号まで、関連がございますので一括して御説明

いたします。 
１の工事名称から４の工事概要までにつきましては、記載のとお

りでございまして、既に議決をいただいた内容から変更はございま

せん。 
５の変更内容でございますが、まず建築工事につきましては、当

初の請負金額は①５６億３４０万円でございます。今回そこから、

②１億５，５７６万円を増額し、①＋②にありますとおり、変更後

請負金額を、５７億５，９１６万円とするものでございます。 
続きまして電気設備工事ですが、当初の請負金額は③７億３，９

２７万２千６百円でございます。今回そこから、④６，２１３万９

千円を増額し、③＋④にありますとおり、変更後請負金額を、８億

１４１万１千６百円とするものでございます。 
続きまして機械設備工事ですが、当初の請負金額は⑤１５億６，

９７０万円でございます。今回そこから、⑥４，１０６万３千円を

増額し、⑤＋⑥にありますとおり、変更後請負金額を、１６億１，

０７６万３千円とするものでございます。 
６の変更概要でございますが、「公共工事設計労務単価」が上昇し

たことに伴い、契約金額を増額するため、請負金額を変更するもの

でございます。 
説明は以上でございます。御審議のほど、よろしくお願いいたし

ます。 
 
何かありますか。 

それでは、議案第４号について、原案のとおりとしてよろしいです

か。 

 

＜異議なし＞ 

 

出席委員全員の賛成により、議案第４号は原案のとおり可決されま

した。 

続きまして、議案第５号につきましては、原案のとおりとしてよろ

しいですか。 
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各委員 

 

竹居教育長 

 

 

 

 

各委員 

 

竹居教育長 

＜異議なし＞ 

 

出席委員全員の賛成により、議案第５号は原案のとおり可決されま

した。 

続きまして、議案第６号につきましては、原案のとおりとしてよろ

しいですか。 

 

＜異議なし＞ 

 

出席委員全員の賛成により、議案第６号は原案のとおり可決されま

した。 

 

その他 さいたま市学校給食の実施及び学校給食費の管理に関する条例施行規則の

一部を改正する規則の制定について 

 

竹居教育長 

 

 

おいしい給食サ

ポート課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

続きまして、「その他」について、事務局から説明をお願いしま

す。 

 

それでは、「さいたま市学校給食の実施及び学校給食費の管理に関

する条例施行規則の一部を改正する規則の制定について」を御説明

させていただきます。 
別冊４の２ページを御覧ください。 
「さいたま市学校給食の実施及び学校給食費の管理に関する条例

施行規則」は、市の予算となる学校給食費の額を定めていることか

ら、市長規則で定めております。 
そのため、教育委員会に対しては議案提出ではなく報告を行うも

のです。 
１２月の教育委員会会議でも報告させていただいた通り、国の重

点支援地方交付金を活用し、令和６年度の３学期から学校給食用食

材の物価高支援を行っております。 
令和７年度以降も、引き続き物価上昇が見込まれることから、令

和７年度から給食１食あたりの支援額を小学校、特別支援学校小学

部で４９円から５３円へ、中学校、中等教育学校、特別支援学校中

学部・高等部で５９円から６４円に増額する予定でございます。 
本支援は、国の重点支援地方交付金を活用して行うものであり、

支援対象は保護者となっております。学校給食を喫食する教職員等

につきましては、支援の対象外となることから、令和７年度から学

校給食費の徴収額を増額するため、所要の改正を行うものです。 
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竹居教育長 

 

石田委員 

 

 

おいしい給食サ

ポート課長 

 

 

 

 

石田委員 

 

 

おいしい給食サ

ポート課長 

 

 

 

 

竹居教育長 

改正の詳細につきましては、「別表第２（第３条関係）」のとおり

となります。給食１食あたりの金額は、小学校が３０９円から３１

３円へ、中学校・中等教育学校が３７６円から３８１円へ、特別支

援学校が４１４円から４１９円となります。 
なお、児童生徒につきましては、附則に定める「（経過措置）」に

より、据え置きとなります。 
給食１食あたりの金額は、小学校の児童分が２６０円、中学校・

中等教育学校の生徒分が３１７円、特別支援学校の小学部の児童分

が３１４円、特別支援学校の中学部・高等部の生徒分が３５５円で

す。 
施行期日は令和７年４月１日となります。 
本規則は市の予算である学校給食費の額を定めていることから、

令和７年度当初予算議案が本市議会で可決後に関係各課と協議の

上、改正・公布の手続きを行ってまいります。 
説明は以上でございます。御審議の程よろしくお願いいたしま

す。 
 
何かありますか。 

 

改定見直しということですが、改定は１年に１回なのでしょう

か。 

 

今回の改正は、給食費の額の改定ではなく、あくまでも物価高支

援になります。本規則は、徴収額を定めておりますので、給食費の

額改定とは別で、徴収手続きについて規則改正しております。給食

費の額自体は、数年間の物価上昇を見ながら金額の改定を行うこと

から、１年に１回を想定しております。 

 

今後も物価が上がってくれば、徴収額の改定をすることもあるの

でしょうか。 

 

物価高に伴い、食材の価格も上がっておりますので、徴収額改定

の可能性も出てまいりますが、物価高に合わせて上昇額すべてを額

改定してしまうと、本市としましては、食材費は基本的に保護者負

担としておりますので、その辺りのバランスを考えながら、徴収額

を決めていく必要がございます。 

 

それでは、この件は終了といたします。 



 

24 
 

 以上をもちまして、本日の教育委員会会議の議事を終了いたしま

す。 

これにて、教育委員会会議を閉会いたします。 

 

 

９ 閉     会      午後３時２０分 


